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中
学
生
の
感
想

生
徒
会
長

成
澤　

実
莉

　

こ
れ
ま
で
の
私
は
、
三
川

町
の
こ
と
に
つ
い
て
何
も
考

え
る
こ
と
な
く
、
た
だ
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
懇
談
会
を

通
し
て
自
分
の
住
む
町
に
つ

い
て
何
か
気
付
き
、
考
え
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
次
世
代
を
担
う
存

在
と
し
て
、
町
や
地
域
に
目

を
向
け
三
川
町
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
。

　

本
日
は
、
貴
重
な
お
時
間

を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

まりやすいイベントをまりやすいイベントを

三川町がもっと「いい町」になるには三川町がもっと「いい町」になるには

（
2
～
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

砂
田　

茂
）

♯三川ってここがいいよね　
新しい取り組みをするときに、いろいろな世代からの意見を取り入れられている。

教育の設備などを整えてくれる。

問�  赤川河川敷広場の拡張や大型遊具等を設置し
てさらに人が集まるようにしては。

答��  パルク赤川として完成しました。スケートボ
ードやデイキャンプを楽しむ人が訪れていま
すが、イベント等も計画されているので多く
の人に活用してもらいたいです。

問�  みんなが参加できるよう「納涼祭」や「菜の
花祭り」などの祭りの規模を拡大しては。

答��  「納涼祭」を運営している実行委員会に期待
したいと思いますし「菜の花祭り」の充実は
町に伝えたいと思います。

問��  今まで通りの盛り上がりがほしい、高齢者と
子どもが関わる町民大運動会を復活させては。

答�  コロナが収まりきっていないなか、完全復活
にはもう少し時間がかかると思います。

問�  隣の鶴岡市では給食費が無料なので、親の負
担を減らすよう給食費を無料にしては。

答�  みなさんの声を町に届けて無償化について考
えてもらいたいと思います。

問�  少子高齢化で高齢者の一人暮らしが増えてい
るので、シニア世代の支援を増やしては。

答��  民生委員の訪問や郵便局との提携などいろい
ろな形で見守り体制が整っていますが、一番
は近所の人達の見守りと考えますので協力を
お願いします。

問�  若者が町外に出て行かないように若者向けの
施設を多くつくってほしい。

答�  町では今後産業団地を整備して企業誘致に取
り組んでいく予定です。

問�  町内の施設の一角で、地域の方が作った料理
を手軽に売り買いできるようにしては。

答��  議会も地元の商売を応援していくため大型商
店の空きスペースを町で安く使えないかとか
提案しています。
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議
員
の
感
想

町
野　

昌
弘

　

普
段
は
、
皆
さ
ん
の
い
る

席
で「
こ
ん
な
町
に
し
た
い
」

と
言
っ
て
い
る
の
が
私
た
ち

で
、
皆
さ
ん
の
素
直
な
気
持

ち
や
ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
聞

け
て
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
会
は
実
行
可
能

な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
今
日
の
中
学
生

の
意
見
が
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
、

こ
れ
か
ら
の
議
会
に
活
か
せ

た
ら
と
思
い
ま
し
た
。

中学生との中学生との
議場懇談会議場懇談会

10月4日10月4日 若者が集若者が集さらにさらに まりやすいイベントをまりやすいイベントを

三川町がもっと「いい町」になるには三川町がもっと「いい町」になるには

♯三川ってここがいいよね　
町民みんなが明るく優しい。登下校中でもいつも挨拶してくれる。

地元の食材を多く使っているから給食がおいしい。

問�  子どもから高齢者まで買い物や観光に利用し
やすい小回りのきく100円バスを開設しては。

答��  町では1回300円で乗れるデマンドタクシーを
運行していますが、町外への移動が課題とな
っています。

問��  若い人が移り住んでくれることで、少子化対
策にもなるニュータウンをつくっては。

答��  町では一軒家を考えている若い世代を呼び込
むために住宅地を整備して募集を行っていま
す。

問�  学童を増やして児童が収まりきらないことが
ないようにしてほしい。

答��  議会でも関係機関と協議しながら待機児童問
題に取り組んできており今後も安心して子育
て出来る環境整備に協力して行きたいと思い
ます。

問�  たくさんの人が集まり三川町が活発になるよ
う「三川花火大会」を開催しては。

答��  以前は行われていましたが、現在は鶴岡の花
火大会に協賛しています。今後については意
見として参考にさせていただきます。

問��  「ざっこしめ」の参加制限をなくし、その場
で食べられるような大規模イベントにしては。

答�  川に親しむ「ざっこしめ」は高校生や青年達
の協力がある青少年育成の看板行事です。

問 �  地域の人との関わりの機会を増やす「ごみゼ
ロ大作戦」や「ミニスポーツ大会」を開催し
ては。

答 �  スポーツ大会の開催は人的交流を深める絶好
の機会で賛同します。

問��  農業が盛んな三川町らしさをわかってもらえ
る「菜の花迷路」や「田んぼアート」を設置
しては。

答�  皆で楽しめることから、ぜひ実現できるよう
要望します。
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第
５
回
議
会
定
例
会
は
９
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
開
会
し
ま
し
た
。

　

諸
般
報
告
３
件
の
後
、
町
長
提
案
12
件
と
議
長
発
議
１
件
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
夜
間
議
会
で
５
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

（
4
～
5
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

佐
久
間　

千
佳
）

　月
定例会

昨年に引き続き冬の生活 応援へ追加補助昨年に引き続き冬の生活 応援へ追加補助
夏の暑さ対策への支援は夏の暑さ対策への支援は

補
正
予
算

　

一
般
会
計
に
２
億
７
８
７

４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
54

億
２
４
６
０
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

（
主
な
質
疑
）

◎
民
生
費

　

低
所
得
世
帯
の
冬
の
生
活

応
援
事
業
１
５
０
万
円
追
加

（
冬
の
生
活
応
援
と
し
て
１

世
帯
あ
た
り
１
万
円
を
補
助
。

当
初
予
算
で
は
５
千
円
。

　

対
象
は
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
宅
や
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、

重
度
の
障
害
者
が
い
る
家
庭

等
県
が
２
分
の
１
を
補
助
）

問　
今
年
の
夏
の
猛
暑
は
命

の
危
険
を
感
じ
る
暑
さ
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
冬
場
だ
け
で

な
く
、
夏
の
冷
房
機
へ
の
助

成
は
検
討
で
き
な
い
も
の
か
。

健
康
福
祉
課
長　
対
象
者
選

定
の
公
平
性
、
支
援
の
継
続

性
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
補

助
金
額
、
財
源
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
県
が
実
施

し
て
い
な
い
な
か
、
町
独
自

の
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◎
農
林
水
産
業
費

　

農
業
水
利
施
設
原
油
価
格

高
騰
対
策
事
業
費
補
助
金
に

４
１
５
万
９
千
円
計
上

問　
事
業
の
具
体
的
な
内
容

は
。

産
業
振
興
課
長　
電
気
料
金

高
騰
に
よ
る
農
業
者
へ
の
影

響
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
農

業
水
利
施
設
を
管
理
す
る
土

地
改
良
区
に
対
し
て
、
令
和

５
年
４
月
か
ら
９
月
の
電
気

料
金
の
合
計
か
ら
令
和
３
年

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
電
気

料
金
の
合
計
を
差
し
引
い
た

額
の
２
分
の
１
を
県
が
補
助

し
、
本
町
で
残
り
の
２
分
の

１
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

◎
土
木
費

　

側
溝
整
備
事
業
に
８
９
０

万
円
計
上

問　
当
初
予
算
で
９
５
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
中
で

の
増
額
要
因
は
。

建
設
環
境
課
長　
押
切
下
町

町
内
会
地
内
の
側
溝
整
備
事

業
で
す
が
、
当
初
予
算
査
定

時
以
降
の
資
材
費
等
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
す
。

問　
こ
の
事
業
の
完
成
予
定

は
。

建
設
環
境
課
長　
残
り
の
延

長
が
約
２
５
０
ｍ
あ
り
、
今

年
度
20
～
30
ｍ
の
整
備
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

単
年
度
ご
と
に
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
具
体
的
な
完

成
時
期
に
つ
い
て
は
未
定
で

す
。

押切下町押切下町
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昨年に引き続き冬の生活 応援へ追加補助昨年に引き続き冬の生活 応援へ追加補助

条
例
改
正

　

三
川
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

（
提
案
理
由
）
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
施
行
に
よ

る
。

契
約
の
締
結

　
「
桜
木
地
区
住
環
境
整
備

事
業
町
道
桜
木
６
号
線
外
舗

装
新
設
工
事
請
負
契
約
の
締

結
」

●
契
約
金
額

�

６
０
９
４
万
円

●
工
期

�

令
和
５
年
12
月
28
日

議
長
発
議

請
願
第
１
号
「
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
解
消
の

た
め
に
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」

に
対
す
る
請
願
取
り
下
げ
に

つ
い
て

　

請
願
者
よ
り
請
願
取
下
げ

申
出
書
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ

を
許
可
。

⒈ 　議会広報のよく読むページや気になる取り組みは
ありますか？
　一般質問を重点的に読んでいます。議員の方がど
こを問題とし、町がどのように考え動いているのか
知るためです。

⒉ 　より読みやすい、手に取りやすい広報紙にするに
はどのような取り組みが良いかアドバイスをお聞か
せください。
　表紙・裏面はカラーとなっていてメリハリがあり
見やすい。全体的に良くまとめられていると思う。

⒊ 　議会や町への要望等あればお聞かせください。
　書道パフォーマンス練習の際、場所を確保するの
にテオトル・町体・小学校と予約確認、申請先が違
い大変でした。一括管理は難しいのでしょうか。

読者アンケート

大瀧しのぶさん（東沼）
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

学童保育施設内で勉強する子どもたち

　

９
月
７
・
８
日
の
２
間
に
わ
た
り
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
議
長
を
除
く
９
人
で
構
成
し
委
員
長
に
鈴
木
淳
士
委
員
、
副
委
員

長
に
鈴
木
重
行
委
員
を
選
出
し
審
査
を
行
い
、
承
認
し
ま
し
た
。

学童保育の受け入れ対応学童保育の受け入れ対応はは？？
◎
児
童
福
祉
総
務
費

問　
学
童
保
育
施
設
の
受
け

入
れ
児
童
数
と
、
今
後
の
計

画
は
。

（
6
～
8
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

小
野
寺　

正
樹
）

子
育
て
支
援
室
長　
テ
オ
ト

ル
内
の
施
設
の
床
面
積
で
は

1
3
5
人
の
受
け
入
れ
が
可

能
で
す
が
、
支
援
員
が
安
全

に
見
守
ら
れ
る
人
数
を

◎
老
人
福
祉
費

問　
寝
具
洗
濯
乾
燥
等
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
利
用
要
件
と
、

町
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

健
康
福
祉
課
長　
目
的
と
し

て
は
、
寝
た
き
り
な
ど
で
寝

具
の
衛
生
管
理
が
困
難
な
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者

世
帯
、
疾
病
な
ど
で
寝
た
き

り
の
65
歳
以
上
の
人
に
支
援

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
ま
で
利
用
し
て
い
る
人

に
は
翌
年
度
に
直
接
案
内
を

し
て
利
用
を
確
認
し
て
い
る

ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
が
必

要
な
人
に
サ
ー
ビ
ス
案
内
を

し
た
り
、
年
２
回
み
か
わ
広

報
で
広
く
周
知
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
待
機
児
童
ゼ
ロ
に鈴木　

重
行 

委
員

老
人
福
祉
の
充
実
を

佐
藤　

栄
市 

委
員

1
0
4
人
と
設
定
し
て
い
ま

す
。

　

押
切
小
学
校
で
の
20
人
と

合
わ
せ
、
今
後
も
1
2
4
人

の
定
員
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

農
業
用
廃
棄
物
に

支
援
策
を

◎
農
業
総
務
費

問　
農
業
用
使
用
済
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
適
正
処
理
を
図
る

た
め
、
処
理
金
額
も
高
騰
し

て
い
る
こ
と
か
ら
補
助
率
も

上
げ
る
べ
き
で
は
。　

産
業
振
興
課
長　
処
分
費
に

限
ら
ず
、
燃
油
・
資
材
費
の

高
騰
が
農
業
経
営
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
ま
す
。
支
援
策
に
つ
い
て

今
後
、
検
討
す
る
考
え
で
す
。
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

学童保育の受け入れ対応学童保育の受け入れ対応はは？？
◎
一
般
管
理
費

問　
職
員
の
先
進
地
視
察
研

修
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
自
治

体
に
お
け
る
D
Ｘ
の
推
進
」

の
講
義
内
容
は
。

企
画
調
整
課
長　
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
と
共
通
化
へ
向
け

た
取
り
組
み
と
課
題
解
決
の

ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
と
共
に
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
最
新
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
情
報
を
素
早
く

取
得
し
、
対
策
を
と
る
必
要

性
等
を
受
講
者
よ
り
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

◎
町
営
バ
ス
運
営
費

問　
町
営
バ
ス
が
古
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
再

リ
ー
ス
時
に
問
題
に
な
ら
な

か
っ
た
か
。

総
務
課
長　
リ
ー
ス
契
約
は

漫
然
と
使
え
る
か
ら
と
言
っ

て
契
約
す
る
の
で
は
無
く
課

題
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
ま
し
た
。
今
後
も
運
営
に

支
障
が
出
る
よ
う
な
事
態
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
リ
ー
ス
期
間
中
で
あ
っ

て
も
事
故
が
無
い
よ
う
な
形

で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

車
イ
ス
へ
の
対
応
は

問　
町
営
バ
ス
に
車
イ
ス
が

利
用
で
き
る
バ
ス
の
計
画
は
。

総
務
課
長　
関
係
す
る
団
体

か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

今
後
の
バ
ス
リ
ー
ス
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

◎
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
費

問　
三
川
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
「
気
中
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
」
は
毎
年
必
要
か
。

ま
た
そ
の
結
果
は
。

教
育
課
長　
経
年
劣
化
に
よ

り
検
査
は
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
数
値
自
体
は
基
準
よ

り
下
回
っ
て
い
る
た
め
、
今

後
に
つ
い
て
は
業
者
と
相
談

の
上
検
討
し
ま
す
。

自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
の
研
修
内
容
は

小
林　

茂
吉 

委
員

町
営
バ
ス
の

新
車
へ
の
更
新
は

町
野　

昌
弘 

委
員

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
の
必
要
性
は

小
野
寺　

正
樹 

委
員

町
民
体
育
館
の
修
繕
は

計
画
的
に

◎
体
育
施
設
費

問　
町
民
体
育
館
の
数
回
の

雨
漏
り
修
繕
の
状
況
か
ら
、

令
和
10
年
度
に
計
画
さ
れ
て

い
る
外
壁
等
改
修
を
早
め
る

べ
き
で
は
。

教
育
課
長　
そ
の
都
度
の
修

繕
で
対
応
す
る
か
、
前
倒
し

で
大
規
模
修
繕
を
行
う
か
は
、

財
政
所
管
と
の
協
議
に
よ
り

判
断
し
ま
す
。

重
点
作
物
・
選
定
作
物
の

拡
充
を

◎
農
政
対
策
費

問　
三
川
町
の
新
し
い
農
産

物
と
し
て
、
伸
び
行
く
作
物

に
目
を
向
け
重
点
作
物
、
選

定
作
物
の
幅
を
増
や
し
て
は
。

産
業
振
興
課
長　
今
後
と
も

動
向
を
注
視
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
作
物
の
選

定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

屋根の修理が行われる町民体育館

利用度が高い町有バス

令和4年度 決算審査
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決
算
審
査
特
別
委
員
会

オンラインでの交流

広域での空き家対策を広域での空き家対策を
◎
土
木
費

問　
庄
内
南
部
や
北
部
の
定

住
自
立
圏
構
想
の
中
で
、
広

域
で
の
ラ
ン
ド
バ
ン
ク
の
よ

う
な
空
き
家
対
策
を
検
討
す

べ
き
で
は
。

建
設
環
境
課
長　
南
部
北
部

定
住
自
立
圏
で
の
共
通
し
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
相
手

も
あ
る
こ
と
か
ら
今
後
の
課

題
と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

◎
学
校
管
理
費

問　
小
中
学
校
健
康
診
断
結

果
で
、
視
力
の
低
下
等
眼
科

の
所
見
数
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
予
防
と
指
導

は
。

教
育
課
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
や
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
機
な

ど
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使
う
時

は
室
内
の
明
る
さ
に
注
意
し

正
し
い
姿
勢
で
適
度
な
休
憩

を
と
り
、
寝
る
前
は
ス
マ
ホ

を
見
な
い
な
ど
の
指
導
を
し

て
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
で

今
後
の
交
流
事
業
の

あ
り
方
は

◎
教
育
費

問　
マ
ク
ミ
ン
ビ
ル
市
と
の

今
後
の
交
流
は
。

教
育
課
長　
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
こ
れ
ま
で
の
関
係
と
は

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

交
流
事
業
は
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

他
の
地
域
と
も
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
交
流
等
の
取
り
組
み
を

模
索
中
で
す
。

空
き
家
対
策
事
業
（
三
川
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
）

佐
久
間　

千
佳 

委
員

子
ど
も
の
視
力
低
下
の
打
開
策
は

砂
田　

茂 

委
員

問　
老
朽
危
険
空
き
家
対
策

の
緩
和
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

建
設
環
境
課
長　
特
定
空
き

家
等
に
つ
い
て
は
、
国
の
特

別
措
置
法
の
改
正
を
受
け
、

町
の
空
き
家
等
対
策
計
画
に

ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
て
い

く
か
準
備
中
で
す
。

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

町
有
林
の
今
後
は

◎
財
産
管
理
費

問　
町
有
林
の
管
理
業
務
を

村
上
森
林
組
合
に
委
託
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
考
え
は
。

総
務
課
長　
契
約
期
間
の
期

限
も
含
め
て
多
く
の
課
題
が

あ
り
、
森
林
組
合
や
国
等
の

関
係
機
関
と
協
議
を
続
け
て

い
き
ま
す
。
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出
羽
商
工
会
会
長
で
あ
り
㈱
ウ
エ
ノ
代
表
取
締
役
社

長
で
も
あ
る
上
野
隆
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、
講
話
に
先

立
ち
、世
界
的
に
も
評
価
が
高
い
「
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー

コ
イ
ル
」
を
機
械
に
よ
る
自
動
巻
き
で
製
造
す
る
三
川

工
場
の
見
学
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

赤
川
流
域
治
水
宣
言
を

�

受
け

　

令
和
2
年
7
月
の
豪
雨
に

よ
る
最
上
川
・
赤
川
で
の
災

害
発
生
に
よ
り
、
令
和
3
年

3
月
の
両
河
川
の
流
域
治
水

宣
言
を
受
け
、
今
後
の
取
組

み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
へ
の
対
策
と
し
て
、

雨
水
貯
留
機
能
の
向
上
、
土

地
利
用
や
住
ま
い
方
の
工
夫
、

土
の
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
確

保
や
防
災
訓
練
の
支
援
な
ど

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
田
川
橋
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
度
に
点
検

を
実
施
し
、
現
在
、

補
修
設
計
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

蛾
眉
橋
に
つ
い
て
も

同
様
に
点
検
し
、
現

在
の
塗
装
工
事
に
続

い
て
主
桁
、
床
板
等

の
対
策
が
予
定
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
を

�

支
援

　

物
価
高
騰
へ
の
支

援
策
と
し
て
「
生
活

県
議
会
議
員
と

県
議
会
議
員
と

三
川
町
議
会
と
の
懇
談
会

三
川
町
議
会
と
の
懇
談
会

出羽商工会との懇談会出羽商工会との懇談会
 ＝世界的な ＝世界的な
　　　　　コイルたち＝　　　　　コイルたち＝     ㈱ウエノ㈱ウエノ

困
窮
者
等
食
料
品
等
提
供
活

動
支
援
事
業
」
に
係
る
補
正

予
算
が
、
今
年
6
月
の
県
議

会
で
可
決
さ
れ
、
生
活
困
窮

者
等
に
対
す
る
食
料
品
等
の

提
供
活
動
を
実
施
す
る
団
体

に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

致
道
館
中
学
校
・
高
校
は

�

同
一
制
服

　

令
和
6
年
4
月
開
校
予
定

の
「
致
道
館
中
学
校
・
高
等

学
校
」
の
中
学
校
は
定
員
99

人
、
高
等
学
校
は
普
通
科

2
0
0
人
、
理
数
科
80
人
で

ス
タ
ー
ト
す
る
と
の
こ
と
で

す
。

　

中
学
校
・
高
校
と
も
県
下

一
円
が
通
学
区
域
と
な
っ
て

い
て
、
中
学
校
の
み
外
部
委

託
に
よ
る
給
食
が
提
供
さ
れ
、

進
学
時
に
制
服
と
運
動
着
を

買
い
替
え
る
必
要
が
な
い
よ

う
同
一
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す

る
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

7/7/2020

9/9/2929

　

田
澤
伸
一
県
議
会
議
員
と
庄
内
総
合
支
庁
の
渡
辺
総

務
企
画
部
長
、
早
坂
産
業
経
済
部
長
、
佐
藤
建
設
部
長

と
の
懇
談
会
が
7
月
20
日
、
な
の
花
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
治
水
対
策
か
ら
物
価
高
騰
支
援
策
ま
で
、
幅
広
く

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
9
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

鈴
木　

淳
士
）

　

電
源
用
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル

タ
ー
コ
イ
ル
と
は
、
電
磁
妨

害
波
対
策
に
効
果
の
あ
る
部

品
で
あ
り
、
円
形
等
の
金
属

部
品
の
中
か
ら
外
に
電
線
を

巻
き
付
け
る
作
業
を
、
ロ

ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
り
的
確

に
巻
き
つ
け
る
工
程
に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
出
羽
商
工
会
三

川
支
所
に
会
場
を
移
し
、
上

野
社
長
の
起
業
当
時
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
の
幾
多
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
心
構
え
な
ど
を

拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

特
に
、
切
羽
詰
ま
っ
た
時

は
「
直
面
す
る
現
実
に
真
正

面
か
ら
向
き
合
う
姿
勢
」
が

価
値
を
生
み
出
す
基
本
で
あ

る
と
の
お
話
に
よ
り
、
苦
難

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
心
構
え

の
一
端
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

講
話
の
後
は
、
三
川
町
に

工
場
進
出
を
決
め
た
理
由
な

ど
、
上
野
社
長
へ
の
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
参
加

者
同
士
に
よ
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
発
行
が
町
内
商
工

業
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
今
後
も
継
続

す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
考

え
な
ど
、
幅
広
い
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

︵
10
~
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
︶

議会ホームページは
こちらから
（音声配信中）

　町政に関して議員が質問を行い、新たな
政策の提案や意見を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

砂田　茂 議員 （13ページ）
●自治体DXへの取り組みについて
●学校のトイレへの生理用品の常備について

佐久間 千佳 議員 （12ページ）
●地域福祉の充実を

鈴木 淳士 議員 （15ページ）
●一般廃棄物処理の一部事務組合再構築につ
　いて
●桜木地区の宅地造成に伴う豪雨対策を

鈴木 重行 議員 （14ページ）
●ふるさと応援寄附金の推進を

小野寺 正樹 議員 （11ページ）
●水田活用の直接支払交付金対象外の農地の
　拡大について
●納涼祭と今後の関わりについて

９月 5 日、５人の議員が以下の項目
について質問しました。
●の内容を掲載しています。

9
月
定
例
会

町 政 を 問 う

令和 5年 10月 15 日　第 163 号11

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

耕作放棄地が懸念される河川敷

躍動感あふれる納涼祭でのパフォーマンス

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

耕作放棄地の拡大が懸念
町長　今後とも国の動向を注視

納
涼
祭
と
の
今
後
の
関
わ
り
は

問

令
和
９
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
る
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
対
象
外

農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、
同

時
に
農
家
の
所
得
減
額
に
も

直
結
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
対
策
も
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
対
応
は
。

町
長 

こ
の
交
付
金
は
農
業

所
得
の
一
部
と
な
っ

て
お
り
、
対
象
範
囲
の
変
更

に
よ
り
、
農
業
所
得
の
減
少

に
つ
な
が
る
こ
と
は
容
易
に

想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
農

業
者
の
生
産
意
欲
の
減
退

や
、
非
作
付
け
地
の
拡
大
、

農
業
所
得
減
少
等
の
影
響
が

最
小
限
と
な
る
よ
う
、
今
後

と
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問

対
象
と
な
る
外
の
農

地
で
は
参
考
賃
借
料

の
見
直
し
計
画
も
必
要
で

は
。

農
業
委
員

会
会
長 

こ
の
賃
借
料
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
も

目
安
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

農
地
状
況
や
水
利
施
設
の
問

題
な
ど
、
農
地
そ
の
も
の
の

状
況
や
、
委
託
者
と
受
託
者

の
関
係
性
な
ど
、
双
方
の
協

議
に
よ
り
金
額
が
決
定
さ
れ

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
対
象
の
有
無
に
よ
る
見

直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問

町
の
祭
り
に
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
納
涼

祭
は
実
行
委
員
会
形
式
で
活

動
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
後
三
川
町
と
し
て
の
関
わ

り
か
た
は
。

町
長 

納
涼
祭
に
つ
き
ま
し

て
は
、
社
会
教
育
団

体
、
商
工
会
、
町
内
の
ダ
ン

ス
愛
好
者
等
に
よ
り
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
地
域
の
住

民
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
手
作
り
の
祭
り
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
８
年

前
か
ら
規
模
を
拡
大
し
て
開

催
し
て
き
た
夏
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
及
び
観
光
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
実
行
委

員
の
一
員
と
し
て
、
手
作
り

の
祭
り
、
皆
さ
ん
が
気
取
ら

ず
に
楽
し
め
る
祭
り
と
し
て

開
催
さ
れ
る
よ
う
事
業
に
参

画
し
て
い
き
ま
す
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。



令和 5年 10月 15 日　第 163 号本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。11 令和 5年 10月 15 日　第 163 号11

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

耕作放棄地が懸念される河川敷

躍動感あふれる納涼祭でのパフォーマンス

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

耕作放棄地の拡大が懸念
町長　今後とも国の動向を注視

納
涼
祭
と
の
今
後
の
関
わ
り
は

問

令
和
９
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
る
水
田
活
用

の
直
接
支
払
交
付
金
対
象
外

農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
、
同

時
に
農
家
の
所
得
減
額
に
も

直
結
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
。
対
策
も
含
め
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
対
応
は
。

町
長 
こ
の
交
付
金
は
農
業

所
得
の
一
部
と
な
っ

て
お
り
、
対
象
範
囲
の
変
更

に
よ
り
、
農
業
所
得
の
減
少

に
つ
な
が
る
こ
と
は
容
易
に

想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
農

業
者
の
生
産
意
欲
の
減
退

や
、
非
作
付
け
地
の
拡
大
、

農
業
所
得
減
少
等
の
影
響
が

最
小
限
と
な
る
よ
う
、
今
後

と
も
国
の
動
向
を
注
視
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

問

対
象
と
な
る
外
の
農

地
で
は
参
考
賃
借
料

の
見
直
し
計
画
も
必
要
で

は
。

農
業
委
員

会
会
長 

こ
の
賃
借
料
に
つ
い

て
は
、
あ
く
ま
で
も

目
安
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

農
地
状
況
や
水
利
施
設
の
問

題
な
ど
、
農
地
そ
の
も
の
の

状
況
や
、
委
託
者
と
受
託
者

の
関
係
性
な
ど
、
双
方
の
協

議
に
よ
り
金
額
が
決
定
さ
れ

る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
の
対
象
の
有
無
に
よ
る
見

直
し
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

問

町
の
祭
り
に
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
納
涼

祭
は
実
行
委
員
会
形
式
で
活

動
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

今
後
三
川
町
と
し
て
の
関
わ

り
か
た
は
。

町
長 

納
涼
祭
に
つ
き
ま
し

て
は
、
社
会
教
育
団

体
、
商
工
会
、
町
内
の
ダ
ン

ス
愛
好
者
等
に
よ
り
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
地
域
の
住

民
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め

の
手
作
り
の
祭
り
と
し
て
始

ま
っ
た
も
の
で
あ
り
、
８
年

前
か
ら
規
模
を
拡
大
し
て
開

催
し
て
き
た
夏
の
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
町
及
び
観
光
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
今
後
と
も
実
行
委

員
の
一
員
と
し
て
、
手
作
り

の
祭
り
、
皆
さ
ん
が
気
取
ら

ず
に
楽
し
め
る
祭
り
と
し
て

開
催
さ
れ
る
よ
う
事
業
に
参

画
し
て
い
き
ま
す
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。
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一
般
質
問�

―
５
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

福祉拠点となる社会福祉センター

有効化が望まれる
みかわつながるステーション

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に

問

地
域
福
祉
の
充
実
を

図
る
に
は
、
拠
点
で

あ
る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
施

設
の
機
能
整
備
、
強
化
が
重

要
と
考
え
ま
す
。
施
設
の
活

用
、
長
寿
命
化
、
改
修
等
の

計
画
は
。

町
長 

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
59
年
に
建
設

さ
れ
39
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
も
老
朽
化
に
よ

る
改
修
と
と
も
に
、
町
民
の

利
用
形
態
の
変
化
や
要
望
等

を
受
け
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
中
心
と
な
り
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
福
祉
の
拠
点

施
設
と
し
て
の
機
能
が
十
分

発
揮
で
き
る
よ
う
、
整
備
に

努
め
ま
す
。

問

地
域
社
会
の
つ
な
が

り
や
、
地
域
に
対
す

る
関
心
の
希
薄
化
が
懸
念
さ

れ
る
中
、
地
域
福
祉
活
動
の

進
展
が
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
大
き
く
影
響
す
る
と
考
え

ま
す
。

　
三
川
町
地
域
福
祉
計
画
の

推
進
に
向
け
た
現
状
と
課
題

は
。町

長 

本
計
画
は
「
誰
も
が

生
き
い
き
と
自
分
ら

し
く
健
康
で
安
心
し
て
安
全

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
て
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
、
４
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
広
範
囲
に
わ
た
る
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
活
動
の
縮

小
や
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
が
続
き
、
人
間
関
係
の

福祉拠点の充実は
町長　施設整備に努める

佐
さ

久
く

間
ま

 千
ち

佳
よし

  議員

問

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
拠
点
と
し
て
設

置
さ
れ
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
効
果
と

課
題
は
。

町
長 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
推
進
、
連
携
、
人

材
の
発
掘
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
改
め
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
「
み
か
わ
つ

な
が
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
　
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
高
齢
化
や
、
人
材

の
確
保
、
活
動
内
容
の
充
実

が
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
セ
ン

タ
ー
ロ
ビ
ー
へ
の
看
板
の
取

り
付
け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
や
活
動
紹
介
コ
ー

ナ
ー
の
新
設
等
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
強
化
や

町
民
へ
の
啓
発
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

希
薄
化
が
強
ま
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
と
も
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
中
で
、
す
べ
て
の
人
が

健
康
で
生
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
「
地
域
共
生
社

会
」
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

令和 5年 10月 15 日　第 163 号13

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

生理用品の常備の例

DXってなに？

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

自治体DXで住民生活は
町長　行政手続きの利便性が向上

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

問

行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ

と
で
住
民
生
活
は
ど
う
変
化

し
て
い
く
も
の
か
。

町
長 

三
川
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
は
４
つ
の
基
本

理
念
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
町
が
担
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
住
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
。

　
二
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
で
業
務

の
効
率
化
を
進
め
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
る
こ
と
。

　
三
つ
目
は
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
デ
ー
タ
の
円
滑
な
流

通
を
促
進
し
、
行
政
の
効
率

化
・
高
度
化
を
推
進
す
る
こ

と
。

　
四
つ
目
は
、
多
様
な
主
体

と
の
連
携
に
よ
り
民
間
の
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
た

な
価
値
等
が
創
出
さ
れ
る
こ

と
で
す
。

　
今
後
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
行
政
手
続
き
の
簡
便

化
・
効
率
化
、
利
便
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
に
必

要
な
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
全
体

の
再
構
築
に
あ
た
っ
て
の
課

題
は
。

町
長 

シ
ス
テ
ム
の
移
行
や

改
修
、
維
持
管
理
に

伴
う
コ
ス
ト
、
デ
ー
タ
連
携

及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

係
る
人
材
の
確
保
が
あ
り
ま

す
。問

自
治
体
D
X
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長 

シ
ス
テ
ム
導
入
や
運

用
に
係
る
コ
ス
ト
と

時
間
の
増
大
、
個
人
情
報
や

機
密
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と

で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク

の
高
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

や
住
民
理
解
の
不
足
、
デ
ジ

タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
生
じ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
同
じ
よ
う
に

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
常
備
す
る
こ
と
に
子
ど
も

の
尊
厳
と
い
う
視
点
か
ら
の

考
え
は
。

教
育
長 

生
理
用
品
は
保
健
室

に
常
時
保
管
し
、
必

要
な
児
童
生
徒
か
ら
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
に
無
償
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
常
備
に
つ
い
て
は
管
理

上
、
衛
生
上
の
問
題
が
あ
り

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
健
室
で
生
理
用

品
を
受
け
渡
す
時
に
は
養
護

教
諭
が
子
ど
も
の
尊
厳
に
つ

い
て
十
分
配
慮
し
声
を
か
け

な
が
ら
手
渡
し
し
て
い
ま

す
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。
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般
質
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―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

生理用品の常備の例

DXってなに？

砂
すな

田
だ

　　茂
しげる

  議員

自治体DXで住民生活は
町長　行政手続きの利便性が向上

学
校
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

問

行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
こ

と
で
住
民
生
活
は
ど
う
変
化

し
て
い
く
も
の
か
。

町
長 

三
川
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
は
４
つ
の
基
本

理
念
が
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
町
が
担
う
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
住
民

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
。

　
二
つ
目
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
で
業
務

の
効
率
化
を
進
め
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

向
け
る
こ
と
。

　
三
つ
目
は
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
デ
ー
タ
の
円
滑
な
流

通
を
促
進
し
、
行
政
の
効
率

化
・
高
度
化
を
推
進
す
る
こ

と
。

　
四
つ
目
は
、
多
様
な
主
体

と
の
連
携
に
よ
り
民
間
の
デ

ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
新
た

な
価
値
等
が
創
出
さ
れ
る
こ

と
で
す
。

　
今
後
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
積
極
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
行
政
手
続
き
の
簡
便

化
・
効
率
化
、
利
便
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

問

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標

準
化
・
共
通
化
に
必

要
な
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
全
体

の
再
構
築
に
あ
た
っ
て
の
課

題
は
。

町
長 

シ
ス
テ
ム
の
移
行
や

改
修
、
維
持
管
理
に

伴
う
コ
ス
ト
、
デ
ー
タ
連
携

及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

係
る
人
材
の
確
保
が
あ
り
ま

す
。問

自
治
体
D
X
の
デ

メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長 

シ
ス
テ
ム
導
入
や
運

用
に
係
る
コ
ス
ト
と

時
間
の
増
大
、
個
人
情
報
や

機
密
情
報
を
取
り
扱
う
こ
と

で
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
リ
ス
ク

の
高
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
人
材

や
住
民
理
解
の
不
足
、
デ
ジ

タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
に
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
生
じ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

問

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
と
同
じ
よ
う
に

学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品

を
常
備
す
る
こ
と
に
子
ど
も

の
尊
厳
と
い
う
視
点
か
ら
の

考
え
は
。

教
育
長 

生
理
用
品
は
保
健
室

に
常
時
保
管
し
、
必

要
な
児
童
生
徒
か
ら
申
し
出

が
あ
っ
た
場
合
に
無
償
で
使

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

　
常
備
に
つ
い
て
は
管
理

上
、
衛
生
上
の
問
題
が
あ
り

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
保
健
室
で
生
理
用

品
を
受
け
渡
す
時
に
は
養
護

教
諭
が
子
ど
も
の
尊
厳
に
つ

い
て
十
分
配
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し
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を
か
け

な
が
ら
手
渡
し
し
て
い
ま

す
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本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。
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一
般
質
問�

―
５
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

ふるさと応援寄附金の推進を
町長　寄附者の獲得に努める

寄附を呼びかけるポータルサイト
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設
定
や
、
都
市
部
の
新
聞
広

告
・
雑
誌
広
告
に
掲
載
す
る

な
ど
よ
り
多
く
の
方
々
の
目

に
留
ま
る
よ
う
寄
附
を
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
に

努
め
て
き
ま
し
た
。

問

寄
附
者
を
獲
得
す
る

に
は
特
徴
的
な
取
り

組
み
が
有
効
と
考
え
ま
す

が
、
本
町
で
は
。

町
長 

望
郷
み
か
わ
会
の
総

会
時
で
の
寄
附
の
依

頼
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
町

の
お
米
の
食
べ
く
ら
べ
の
Ｐ

Ｒ
、
寄
附
者
と
の
交
流
会
や

サ
イ
ト
を
通
じ
た
意
見
交
換

会
を
開
催
す
る
な
ど
寄
附
者

の
獲
得
に
努
め
て
い
ま
す
。

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
を

問

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

企
画
・
運
営
を
中
間

業
者
に
委
託
し
、
更
な
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図

る
べ
き
で
は
。

町
長 
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
業
務
を
市
町
の
特

性
に
合
わ
せ
、
外
部
に
委
託

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
返
礼

品
の
提
供
事
業
者
と
の
直
接

的
な
意
見
交
換
や
情
報
交
換

を
行
う
た
め
産
業
振
興
課
内

に
ふ
る
さ
と
応
援
推
進
担
当

を
配
置
し
、
1
つ
の
チ
ー
ム

と
し
て
成
果
や
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
業
務
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
要
望
や
苦
情
に
対
し
て
も

迅
速
・
丁
寧
に
対
応
で
き
て

お
り
評
価
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

専
任
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
設
置
し
、

返
礼
品
と
な
る
特
産
品
の
開

発
・
普
及
に
取
り
組
む
べ
き

で
は
。

町
長 

返
礼
品
の
登
録
事
業

者
は
35
名
、
返
礼
品

は
７
７
７
品
目
と
な
っ
て
お

り
、
専
任
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
雇
用
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
今
後
と
も
環
境
に
や
さ
し

い
地
域
で
育
て
た
農
産
品
な

ど
魅
力
あ
る
返
礼
品
の
開
発

を
支
援
し
ま
す
。

問

貴
重
な
自
主
財
源
と

な
る
「
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」
の
近
年
の
実
績

は
。町

長 

令
和
元
年
度
の
約
7

億
2
千
万
円
を
ピ
ー

ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

年
度
に
お
い
て
は
3
億
6
千

万
円
前
後
に
な
る
も
の
と
推

測
し
て
い
ま
す
。

問

寄
附
者
獲
得
の
取
り

組
み
は
。

町
長 

こ
こ
数
年
、
寄
付
件

数
・
金
額
と
も
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
ご
寄

附
く
だ
さ
る
方
々
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
魅
力
的
な
返
礼

品
の
提
供
に
努
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
寄
附
の
窓
口
と
な

る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
複
数

鈴
すず

木
き

　重
しげ

行
ゆき

  議員

令和 5年 10月 15 日　第 163 号15

一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

一部事務組合を再構築すべき

想定外の豪雨には “備え”が必要

鶴岡市新焼却施設鶴岡市新焼却施設

鶴岡市美咲町の調整池鶴岡市美咲町の調整池

鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員

ごみ処理は元の一部事務組合方式に
町長　鶴岡市と話し合い慎重に対応したい

桜
木
住
宅
団
地
に
豪
雨
対
策
の

調
整
池
が
必
要
で
は

問

廃
棄
物
処
理
に
関
す

る
新
た
な
協
定
書
を

令
和
３
年
３
月
に
鶴
岡
市
と

締
結
す
る
と
き
に
、「
し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
施
設
整
備
基
本

計
画
策
定
業
務
負
担
割
合
」

が
記
載
さ
れ
て
い
た
「
委
託

料
の
算
定
要
領
」
を
一
緒
に

説
明
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長 

必
要
に
応
じ
て
議
会

に
説
明
し
、
そ
の
都

度
、
議
決
を
得
て
き
た
経
緯

に
あ
り
ま
す
。

　
遡
れ
ば
10
数
年
前
に
な
り

ま
す
が
、
本
来
の
一
部
事
務

組
合
を
継
続
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
選
択
肢
が
あ
れ
ば
、

本
町
と
し
て
違
っ
た
対
応
が

で
き
た
は
ず
で
す
が
、
鶴
岡

市
の
考
え
に
よ
り
受
委
託
と

い
う
方
式
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
最
終
的
に
は
議
会
の

判
断
と
し
て
本
町
の
対
応
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

問

近
年
は
、
将
来
的
な

処
理
施
設
整
備
計
画

費
用
ま
で
も
委
託
料
と
し
て

請
求
す
る
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
市
町
村
合
併
を
拒
否
し
た

結
果
に
よ
り
現
在
の
状
況
を

招
い
た
町
長
の
課
題
と
し

て
、
一
部
事
務
組
合
の
再
構

築
を
鶴
岡
市
に
働
き
か
け
て

は
。町

長 

ひ
と
つ
の
選
択
肢
と

し
て
、
機
会
を
捉
え

て
鶴
岡
市
長
に
話
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
県
内
に
は
、
尾
花
沢
市
と

大
石
田
町
の
一
部
事
務
組
合

の
事
例
も
あ
り
、
相
手
の
あ

る
こ
と
で
す
の
で
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問

桜
木
地
区
が
越
水
す

る
ほ
ど
の
豪
雨
で
あ

れ
ば
町
全
体
が
浸
水
被
害
と

い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し
た

が
、
農
業
用
排
水
路
は
宅
地

開
発
の
排
水
基
準
の
６
割
程

度
で
あ
り
、
桜
木
地
区
か
ら

流
出
す
る
雨
水
を
一
時
的
に

貯
水
す
る
た
め
に
も
、
鶴
岡

市
美
咲
町
に
あ
る
よ
う
な
貯

水
機
能
型
の
公
園
を
整
備

し
、
想
定
外
の
豪
雨
に
備
え

る
べ
き
で
は
。

建
設
環

境
課
長 
令
和
元
年
度
に
押
切

地
区
全
体
の
排
水
対

策
と
し
て
、
三
本
木
地
内
排

水
路
改
修
の
ほ
か
、
複
数
の

農
業
用
排
水
路
に
流
入
す
る

よ
う
計
画
す
る
な
ど
十
分
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
調
整

池
の
設
置
な
ど
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。
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一
般
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
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配
信
中

一部事務組合を再構築すべき
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鈴
すず

木
き

　淳
じゅんし

士  議員

ごみ処理は元の一部事務組合方式に
町長　鶴岡市と話し合い慎重に対応したい

桜
木
住
宅
団
地
に
豪
雨
対
策
の

調
整
池
が
必
要
で
は

問

廃
棄
物
処
理
に
関
す

る
新
た
な
協
定
書
を

令
和
３
年
３
月
に
鶴
岡
市
と

締
結
す
る
と
き
に
、「
し
尿
・

浄
化
槽
汚
泥
施
設
整
備
基
本

計
画
策
定
業
務
負
担
割
合
」

が
記
載
さ
れ
て
い
た
「
委
託

料
の
算
定
要
領
」
を
一
緒
に

説
明
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

町
長 
必
要
に
応
じ
て
議
会

に
説
明
し
、
そ
の
都

度
、
議
決
を
得
て
き
た
経
緯

に
あ
り
ま
す
。

　
遡
れ
ば
10
数
年
前
に
な
り

ま
す
が
、
本
来
の
一
部
事
務

組
合
を
継
続
し
て
も
ら
え
る

と
い
う
選
択
肢
が
あ
れ
ば
、

本
町
と
し
て
違
っ
た
対
応
が

で
き
た
は
ず
で
す
が
、
鶴
岡

市
の
考
え
に
よ
り
受
委
託
と

い
う
方
式
に
な
っ
た
も
の
で

あ
り
、
最
終
的
に
は
議
会
の

判
断
と
し
て
本
町
の
対
応
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

問

近
年
は
、
将
来
的
な

処
理
施
設
整
備
計
画

費
用
ま
で
も
委
託
料
と
し
て

請
求
す
る
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
市
町
村
合
併
を
拒
否
し
た

結
果
に
よ
り
現
在
の
状
況
を

招
い
た
町
長
の
課
題
と
し

て
、
一
部
事
務
組
合
の
再
構

築
を
鶴
岡
市
に
働
き
か
け
て

は
。町

長 

ひ
と
つ
の
選
択
肢
と

し
て
、
機
会
を
捉
え

て
鶴
岡
市
長
に
話
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

　
県
内
に
は
、
尾
花
沢
市
と

大
石
田
町
の
一
部
事
務
組
合

の
事
例
も
あ
り
、
相
手
の
あ

る
こ
と
で
す
の
で
慎
重
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

問

桜
木
地
区
が
越
水
す

る
ほ
ど
の
豪
雨
で
あ

れ
ば
町
全
体
が
浸
水
被
害
と

い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し
た

が
、
農
業
用
排
水
路
は
宅
地

開
発
の
排
水
基
準
の
６
割
程

度
で
あ
り
、
桜
木
地
区
か
ら

流
出
す
る
雨
水
を
一
時
的
に

貯
水
す
る
た
め
に
も
、
鶴
岡

市
美
咲
町
に
あ
る
よ
う
な
貯

水
機
能
型
の
公
園
を
整
備

し
、
想
定
外
の
豪
雨
に
備
え

る
べ
き
で
は
。

建
設
環

境
課
長 

令
和
元
年
度
に
押
切

地
区
全
体
の
排
水
対

策
と
し
て
、
三
本
木
地
内
排

水
路
改
修
の
ほ
か
、
複
数
の

農
業
用
排
水
路
に
流
入
す
る

よ
う
計
画
す
る
な
ど
十
分
対

応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
調
整

池
の
設
置
な
ど
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

本文を読みやすい『UDフォント』に変更しました。
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編
集
室

　

9
月
議
会
で
は
よ
り

多
く
の
方
に
傍
聴
に
お

越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

夜
間
議
会
と
し
て
夕
方

6
時
か
ら
5
人
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
、

当
局
と
議
論
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
様
々
な

テ
ー
マ
へ
意
見
や
提
案

が
あ
り
ま
し
た
が
、
傍

聴
席
は
寂
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
一
度
、

傍
聴
に
お
越
し
に
な
り

ま
せ
ん
か
。

　

今
号
か
ら
読
み
や
す

い
字
体
に
変
更
し
ま
し

た
。
読
み
や
す
く
、
わ

か
り
や
す
い
広
報
の
編

集
を
心
掛
け
て
い
き
ま

す
。

�

鈴
木　

重
行

昭
和
47
年
に
結
成
し
、
51

年
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
の

メ
ン
バ
ー
は
30
代
～
70
代
の

18
人
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
3

年
間
は
介
護
職
、
医
療
従
事

者
、
職
場
の
規
制
等
で
練
習

も
出
来
ず
、
チ
ー
ム
の
存
続

も
危
ぶ
ま
れ
る
程
で
し
た
。

世
の
中
も
平
常
に
戻
っ
て

き
た
今
春
、
自
分
の
子
ど
も

が
ス
ポ
少
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

へ
の
入
部
を
機
に
、
復
帰
し

て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
も
お

り
、
や
っ
と
チ
ー
ム
を
組
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

週
2
回
、
火
・
金
曜
日
の

夜
7
時
30
分
～
9
時
30
分
ま

で
町
民
体
育
館
で
練
習
し
て

い
ま
す
。

鶴
岡
地
区
大
会
は
年
５

回
、
そ
の
中
で
県
大
会
に
繋

が
る
大
会
が
４
回
あ
り
ま

す
。
今
年
7
月
の
Ｙ
Ｔ
Ｓ
地

区
予
選
会
で
優
勝
を
果
た

し
、
９
月
に
県
大
会
に
地
区

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た

が
、
互
角
の
戦
い
は
出
来
た

も
の
の
久
々
の
県
大
会
で
あ

り
、
力
を
存
分
に
発
揮
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
三
川
町

民
だ
け
の
限
ら
れ
た
人
達
で

構
成
す
る
チ
ー
ム
で
も
あ

り
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ

は
他
に
勝
る
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
力
で
ア
タ
ッ
ク

加
え
て
、
ア
タ
ッ
ク
陣
の

攻
撃
の
威
力
は
庄
内
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
破
壊
力
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。ア

タ
ッ
カ
ー
を
生
か
す
た

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
57

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め　

町
野　

昌
弘
）

発
行
責
任
者　

議
会
議
長　

志
田　

德
久

編　
　
　

集　

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
久
間
千
佳�

委
員　

鈴
木　

淳
士

副
委
員
長　

町
野　

昌
弘�

委
員　

砂
田　
　

茂

　
　

委
員　

鈴
木　

重
行

　
　

委
員　

小
野
寺
正
樹

「
中
学
生
と
の

議
場
懇
談
会
」

�

（
写
真
）
町
野　

昌
弘

【
表
紙
の
写
真
】

め
に
も
繋
ぐ
力
を
強
化
す
れ

ば
抜
き
ん
出
た
チ
ー
ム
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
楽
し
く

な
け
れ
ば
長
続
き
し
ま
せ

ん
。
仲
間
と
交
流
し
て
生
涯

現
役
ス
ポ
ー
ツ
に
！

練
習
で
も
試
合
で
も
い
い

プ
レ
ー
を
し
た
時「
よ
し
！
」

「
や
っ
た
！
」
と
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と

な
り
、
自
ら
の
肯
定
感
を
高

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

�

監
督　

小
林　

智
子


